我が上古の瓦に就いて by 井川, 定澄
我
が
上
古
の
瓦
に
就
い
て
so
 
井
川
定
澄
我
が
國
の
藝
術
は
今
や
世
界
の
注
覗
の
的
,こ
な
つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
其
の
藝
術
の
要
素
は
佛
歡
的
藝
術
で
あ
り
、
そ
の
起
源
は
古
く
佛
教
傳
來
に
遡
る
べ
き
で
あ
る
。
當
時
一
大
潮
流
を
な
し
て
數
多
の
諸
文
化
が
輪
入
さ
れ
た
。
瓦
藝
術
な
る
も
の
も
其
の
一
つ
で
あ
る
。
さ
て
本
稿
に
於
て
は
便
宜
上
大
和
に
資
料
を
求
め
て
論
及
せ
ん
・こ
す
る
。
翩
起
源
元
來
瓦
な
る
も
の
は
我
が
國
に
起
源
す
る
も
の
で
は
な
い
。
佛
歡
の
嬉
來
は
我
に
新
し
い
建
築
法
を
傳
へ
た
。
瓦
な
る
も
の
も
亦
佛
歡
建
築
等
に
附
隨
し
來
つ
た
の
で
あ
る
が
、
た
し
か
に
東
洋
建
築
の
一
要
素
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
尤
も
最
初
の
瓦
は
朝
鮮
よ
り
移
人
さ
れ
た
が
或
は
そ
れ
に
模
傚
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
崇
峻
帝
の
御
代
朝
鮮
よ
り
瓦
博
士
な
る
者
來
朝
し
、
此
處
に
我
が
國
瓦
の
發
逹
の
礎
を
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
其
の
後
飛
鳥
時
代
に
は
相
當
立
派
な
人
物
が
國
内
に
現
れ
、
所
謂
る
日
本
化
さ
れ
た
る
技
藝
ご
し
て
の
瓦
が
構
成
さ
る
玉
に
い
た
つ
た
も
の
で
あ
る
。
斯
樣
に
我
が
國
に
傳
來
し
た
る
瓦
な
る
も
の
の
起
源
は
種
々
に
議
論
の
湧
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
處
で
は
あ
る
が
、
實
は
支
那
に
初
ま
る
も
の
で
あ
る
。
東
洋
に
お
け
る
原
始
人
は
樹
皮
或
は
萱
藁
樣
の
も
の
で
風
雨
を
防
凌
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
斯
る
性
質
の
も
の
は
年
¶こ
共
に
朽
易
く
、
此
れ
を
よ
り
防
が
ん
が
た
め
に
此
に
住
居
人
の
生
活
が
必
然
的
に
變
革
せ
ら
る
玉
に
至
つ
た
。
勿
論
最
初
の
も
の
は
今
日
見
る
が
如
き
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
單
に
粘
土
を
固
め
た
程
度
の
素
燒
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
む
し
ろ
壁
に
近
か
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
此
れ
が
更
に
進
ん
で
は
彼
等
が
日
常
使
用
す
る
食
器
の
燒
く
が
如
く
一
暦
便
利
に
強
固
に
努
力
し
た
の
で
あ
ゐ
。
斯
く
て
こ
れ
が
瓦
・こ
し
て
の
形
を
呈
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
支
那
周
の
時
代
の
事
で
あ
る
。
當
時
は
單
に
夲
瓦
的
の
單
一
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
單
一
な
夲
瓦
を
組
合
せ
て
居
た
に
過
ぎ
な
か
つ
弛
。
(
關
野
博
士
読
)
。
こ
れ
が
時
代
の
流
に
隨
つ
て
發
達
し
、
紋
様
を
附
し
、
組
立
て
を
考
案
し
、
或
る
ひ
は
穴
を
穿
ち
、
形
を
變
へ
、
最
初
同
一
型
の
も
の
が
塲
所
に
依
り
、
建
築
美
を
見
出
し
、
夲
瓦
、
巴
瓦
、
其
の
他
樣
樣
に
發
展
を
邃
げ
た
の
で
あ
る
。
帥
ち
磚
の
如
く
更
に
降
つ
て
は
悪
魔
除
け
の
鬼
瓦
¶こ
ま
で
變
化
發
逹
を
見
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
二
種
類
及
び
紋
樣
紋
樣
に
就
い
て
重
要
な
も
の
は
夲
瓦
に
見
出
す
「
忍
冬
」
で
所
謂
る
唐
草
模
樣
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
ε
て
も
日
本
古
有
の
も
の
で
な
く
、
こ
れ
が
起
源
に
就
い
て
も
異
詮
が
多
い
。
日
本
に
傳
來
し
た
忽
冬
紋
樣
な
る
も
の
は
エ
ジ
プ
ト
に
初
ま
り
ギ
リ
シ
ヤ
、
印
度
を
通
じ
て
、
支
那
に
於
て
發
逹
し
、
更
に
日
本
に
於
て
種
々
に
變
化
さ
れ
た
、こ
云
ふ
の
で
あ
る
。
所
謂
る
地
中
海
に
淵
源
を
持
た
せ
る
諡
で
あ
る
。
然
し
更
に
今
一
つ
有
力
な
読
が
あ
る
。
直
接
我
が
國
に
吸
牧
さ
れ
た
る
も
の
は
中
央
ア
ジ
ヤ
よ
り
輸
入
さ
れ
た
る
葡
萄
の
蔓
を
モ
デ
ル
,こ
せ
る
圖
案
化
か
ら
來
る
も
の
ε
読
く
も
の
で
あ
る
。
寧
推
古
時
代
の
唐
草
な
る
も
の
は
萄
萄
に
良
く
似
た
感
が
せ
ぬ
で
も
な
い
。
何
れ
に
し
ろ
世
界
各
地
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
關
係
上
其
の
嬉
播
經
路
も
未
だ
明
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
現
在
我
が
國
の
何
處
の
寺
院
を
訪
ね
て
も
凡
そ
佛
歡
藝
術
,こ
見
る
べ
き
も
の
に
此
の
忍
冬
唐
草
を
應
用
せ
ぬ
も
の
は
な
い
。
斯
る
點
に
お
い
て
唐
草
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
居
り
、
佛
歡
嬉
來
後
の
飛
鳥
時
代
に
は
既
に
立
派
な
作
品
を
窺
ひ
知
る
事
が
出
來
る
。
次
に
巴
瓦
の
蓮
瓣
で
あ
る
。
大
要
單
瓣
,こ
連
鱒
(複
瓣
)
ざ
の
二
種
あ
つ
て
、
此
れ
等
は
全
て
時
代
を
異
に
し
て
其
の
趣
を
異
に
し
雜
多
な
形
式
を
生
ん
で
は
居
る
が
、
蓮
華
崇
拜
の
思
想
を
孕
む
印
度
に
起
源
す
る
も
の
で
あ
る
。
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其
の
他
紋
樣
・こ
し
て
,
重
弧
紋
、
鋸
齒
扶
紋
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
日
本
獨
特
の
も
の
で
あ
り
、
而
も
飛
烏
時
代
に
起
源
し
發
逹
し
、
奈
良
前
記
ま
で
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
重
弧
紋
は
夲
瓦
で
あ
り
、
通
常
三
段
乃
至
四
段
で
稀
に
は
二
段
の
も
の
も
見
受
け
ち
れ
る
。
鋸
齒
歌
紋
は
巴
瓦
、
軍
瓦
共
に
使
用
さ
れ
何
れ
も
共
の
周
圍
に
位
置
し
て
居
り
、
威
勢
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
夲
瓦
、
巴
瓦
-こ
全
然
其
の
役
目
を
異
に
し
た
る
の
に
磚
が
あ
る
。
こ
れ
は
支
那
、
朝
鮮
に
於
て
は
早
く
か
ら
使
用
さ
れ
、
我
が
國
に
使
用
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
飛
鳥
末
期
で
あ
る
。
其
の
資
料
方
面
よ
り
考
案
す
る
に
、
殆
汐
直
接
朝
鮮
の
工
匠
の
手
に
依
る
も
の
に
し
て
、
日
本
化
さ
れ
た
る
も
の
ーこ
は
謂
へ
、
支
那
隋
、
・唐
の
作
品
-こ
姉
妹
關
係
に
あ
る
の
は
必
然
的
な
成
行
唐
で
あ
ら
う
。
磚
は
全
て
板
歌
を
な
し
縱
横
に
多
數
併
列
せ
し
め
、
一
面
壁
の
代
表
・こ
し
て
用
ひ
ら
れ
た
か
の
如
く
に
思
は
れ
る
。
磚
は
確
に
一
種
の
美
術
品
で
は
あ
る
が
、
我
が
國
だ
け
に
就
い
て
云
へ
ば
僅
か
に
數
ケ
所
に
止
ま
り
、
他
は
未
だ
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
斯
る
大
陸
的
な
磚
は
我
が
國
の
風
土
に
適
せ
す
、
保
温
生
活
上
不
適
當
な
關
係
か
ら
か
餘
り
用
ひ
ら
れ
す
、
且
つ
奈
良
前
記
以
後
に
は
全
然
取
り
扱
は
れ
な
か
つ
た
や
う
で
あ
る
。
磚
で
一
般
的
に
知
ら
れ
た
も
の
は
山
田
寺
、
橘
寺
の
磚
佛
で
あ
る
。
大
さ
は
普
通
瓦
よ
り
小
さ
く
、
横
一
寸
、
縱
二
寸
の
大
さ
か
ら
横
三
寸
、
縱
四
寸
位
の
大
さ
で
、
一
般
に
後
者
の
型
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
磚
,こ
共
に
有
名
な
も
の
は
岡
寺
の
天
人
供
養
の
磚
、
南
法
華
寺
(壼
坂
寺
)
、
岡
本
寺
の
鳳
凰
磚
で
あ
る
。
我
が
國
で
は
此
の
三
種
が
あ
る
の
み
で
そ
れ
以
外
に
は
未
だ
發
見
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
就
中
鳳
凰
磚
の
如
き
は
、
世
は
恰
も
白
鳳
時
代
で
あ
り
、
餘
程
鳳
凰
の
彫
刻
、
繪
書
が
發
逹
し
て
居
つ
た
ら
し
い
。
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三
時
代
的
考
察
一
、
推
古
時
代
瓦
の
最
初
の
發
逹
は
何
・こ
云
つ
て
も
推
古
時
代
で
あ
る
。
此
の
時
代
に
は
漸
次
的
に
佛
教
事
業
が
行
は
れ
推
古
卅
二
年
に
は
已
に
四
十
六
ト
ユ
ラ
ケ
の
寺
院
が
あ
つ
た
・こ
謂
は
れ
、
就
中
有
名
な
の
は
、
大
官
大
寺
、
飛
鳥
寺
、
川
原
寺
、
豊
浦
寺
、
坂
田
寺
に
し
て
、
本
邦
瓦
の
端
緒
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
當
寺
瓦
の
使
用
は
寺
院
及
び
宮
中
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
百
濟
寺
の
如
き
に
至
つ
て
は
茅
葺
で
あ
る
等
當
時
瓦
を
使
用
せ
ざ
る
寺
院
の
多
數
あ
つ
た
こ
ε
も
推
案
出
來
る
譯
で
、
そ
れ
だ
け
推
古
瓦
が
尊
重
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
一
般
に
作
品
は
簡
單
で
あ
り
、
夲
瓦
の
如
き
は
左
右
の
均
整
な
く
、
複
雜
性
無
く
線
も
幼
稚
な
だ
け
に
自
然
純
朴
な
精
紳
が
表
現
さ
れ
、
強
て
特
徴
ε
云
ふ
な
ら
ば
、
精
祚
的
威
力
的
曲
線
美
が
あ
り
、
佛
教
遒
奉
の
激
烈
さ
が
遺
憾
な
く
發
揮
さ
れ
、
何
處
、こ
な
く
曾
嚴
さ
が
窺
は
れ
る
。
二
飛
鳥
時
代
飛
鳥
時
代
、こ
は
云
ふ
が
前
牛
を
推
古
時
代
、
後
牛
を
奈
良
前
記
・こ
さ
れ
た
の
が
通
例
で
あ
る
。
然
し
便
宜
上
獨
立
さ
せ
て
考
察
し
て
見
る
こ
ε
瓦
す
る
。
こ
の
時
代
は
前
時
代
に
比
し
て
寺
院
の
數
は
一
段
、こ
増
加
し
、
技
藝
は
巧
妙
に
な
り
、複
雜
な
線
の
混
入
を
見
る
。
蓋
し
そ
の
有
名
な
る
も
の
は
成
林
寺
、
輕
寺
、
奥
山
久
米
寺
、
山
田
寺
、
法
嚴
寺
、
法
隆
寺
、
法
廣
寺
、
大
野
丘
塔
、
元
藥
師
寺
、
應
旙
寺
、
檜
隈
寺
な
り
。
當
時
代
の
特
徴
・こ
し
て
二
大
系
統
が
相
對
立
し
交
錯
し
て
ゐ
る
。
一
つ
は
百
濟
式
系
統
、
他
は
法
隆
寺
式
系
統
で
あ
る
。
百
濟
式
に
屬
す
る
も
の
は
成
林
寺
、
廣
原
寺
(元
善
光
寺
)
、
奥
山
久
米
寺
、
E
勢
寺
、
輕
寺
に
し
て
其
の
特
徴
は
巴
瓦
が
單
瓣
な
る
事
で
あ
る
。
一
般
に
瓣
は
直
線
に
て
表
は
さ
れ
た
菱
形
に
近
い
四
邊
形
で
あ
り
、
淺
薄
な
線
で
あ
る
こ
ご
玉
、
園
縁
は
高
く
厚
く
中
の
子
房
は
七
ッ
九
ッ
十
幾
つ
か
野
あ
り
、
瓣
は
八
枚
十
枚
十
一
枚
、
花
瓣
に
長
短
か
あ
り
、
圍
縁
幅
廣
き
故
に
一
、
二
本
の
線
の
あ
る
事
等
は
特
徴
で
あ
る
。
大
部
分
の
夲
瓦
は
唐
草
で
は
あ
る
が
、
中
に
は
山
田
寺
、
輕
寺
、
田
中
寺
の
如
き
重
弧
紋
が
あ
る
。
こ
の
重
弧
紋
こ
そ
日
本
瓦
の
獨
特
ε
さ
れ
る
だ
け
に
興
味
も
倍
加
さ
れ
る
譯
で
あ
る
。
重
弧
紋
は
通
常
單
瓣
を
俘
ふ
が
故
に
便
宜
上
百
濟
式
に
含
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
法
隆
寺
式
系
統
に
屡
す
る
も
の
に
元
藥
師
寺
、
長
林
寺
、
法
林
寺
、
中
宮
寺
、
輕
寺
、
藤
原
京
が
あ
る
。
こ
の
種
の
巴
瓦
は
通
常
逹
瓣
に
し
て
、
外
縁
に
二
條
の
線
が
あ
り
、
其
の
ニ
ッ
の
線
の
中
に
相
當
大
な
子
紋
が
見
出
さ
れ
る
。
不
瓦
は
忍
冬
模
様
で
上
部
ε
下
部
に
各
一
條
の
線
が
あ
り
、
下
部
ε
左
右
に
は
鋸
齒
歌
紋
が
あ
る
。
上
部
に
は
子
紋
が
出
來
初
め
た
。
當
期
末
葉
に
到
つ
て
は
逹
鱒
に
す
ら
鋸
齒
欺
紋
が
加
味
さ
れ
る
や
う
に
な
る
。
線
に
就
い
て
言
へ
ば
推
古
時
代
が
自
由
に
廣
細
を
利
用
し
た
の
に
對
し
、
此
の
時
代
は
同
じ
太
さ
の
線
、
悪
く
83
言
へ
ば
、
單
調
で
は
あ
る
が
、
比
較
的
正
確
な
幾
何
學
的
紋
樣
に
變
化
し
た
る
事
で
あ
る
。
當
末
期
に
到
つ
て
は
鋸
齒
歌
紋
の
如
き
雄
健
な
感
じ
を
呈
す
る
。
斯
る
鋸
齒
歌
紋
-こ
子
紋
・こ
は
奈
良
前
記
へ
の
變
邏
,こ
過
渡
期
を
示
す
に
足
う
も
の
で
あ
る
。
三
奈
良
前
記
飛
鳥
時
代
の
末
葉
を
受
け
續
い
で
、
大
安
寺
、
輕
寺
、
檜
隈
寺
、
國
分
寺
、
橘
寺
、
岡
寺
、
弘
輻
寺
、
藤
原
京
等
が
あ
る
。
巴
瓦
は
大
要
逹
瓣
多
く
一
部
精
巧
な
る
單
瓣
を
見
る
。
鱒
内
部
は
割
合
廣
く
、
瓣
小
さ
く
、
子
房
の
周
圍
に
輪
を
有
せ
る
事
等
は
當
代
の
特
微
で
あ
る
。
飛
鳥
の
技
術
を
繼
い
で
瓣
に
鋸
齒
歌
紋
ご
子
紋
を
有
す
る
が
、
百
濟
系
統
な
る
も
の
に
は
周
圍
に
子
紋
が
無
い
。
單
瓣
、
蓮
瓣
共
に
瓣
の
數
は
八
枚
が
通
常
で
、
中
央
の
子
房
及
び
外
部
の
子
紋
は
大
き
く
何
れ
も
其
の
數
の
増
加
を
見
る
。
全
體
的
に
觀
る
な
ら
ば
質
ぱ
緻
密
で
良
好
で
あ
り
、
飛
鳥
時
代
に
類
型
し
稍
整
感
は
あ
る
も
、
一
段
の
籤
弱
性
が
あ
る
。
四
奈
良
後
記
聖
武
帝
以
降
夲
安
邏
都
ま
で
を
言
ふ
。
單
に
後
記
・こ
は
云
ふ
が
其
の
名
の
示
す
如
く
、
奈
良
前
記
の
持
績
に
他
な
ら
ぬ
。
前
代
に
比
べ
て
は
本
質
的
に
瓦
に
表
現
さ
れ
る
純
情
そ
の
も
の
は
滅
却
さ
れ
、
寧
ろ
建
築
は
所
謂
る
天
夲
藝
術
の
色
彩
華
麗
に
墮
し
、
灰
色
の
瓦
は
美
術
品
ε
し
て
は
廢
黜
さ
れ
た
か
の
趣
き
が
あ
る
⑩
隨
つ
て
天
夲
の
粹
は
瓦
の
上
か
ら
は
淌
滅
し
、
唯
其
の
面
影
を
刻
す
る
の
み
で
あ
る
。
斯
樣
に
時
人
に
ε
つ
て
の
瓦
は
餘
り
問
題
・こ
は
せ
ら
れ
な
か
つ
た
や
う
で
あ
る
。
瓦
師
な
る
も
の
も
單
に
一
個
の
職
業
ε
さ
れ
、
其
の
結
果
藝
術
か
ら
見
た
る
瓦
の
價
値
は
牛
ば
失
れ
た
。
張
い
て
特
徴
-こ
云
ふ
な
ら
ば
、
形
式
は
前
記
に
變
り
無
く
、
線
が
細
く
且
つ
柔
弱
に
出
來
て
ゐ
る
こ
ε
で
、
何
處
ミ
な
く
室
盧
な
感
じ
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
。
附
其
の
後
の
瓦
凡
そ
瓦
を
美
術
的
に
考
す
る
な
ら
ば
大
要
奈
良
時
代
で
鑑
き
る
の
で
あ
る
。
が
然
し
後
世
に
於
て
も
種
々
の
變
邏
は
有
り
得
べ
き
こ
ざ
で
あ
る
。
帥
ち
夲
安
京
の
美
彩
な
緑
釉
瓦
が
あ
り
、
鬼
瓦
に
於
い
て
も
其
の
時
代
の
思
想
を
代
表
し
て
各
其
の
表
情
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
其
の
84
他
形
の
上
か
ら
云
へ
ば
鴟
尾
が
あ
り
、
信
仰
方
面
か
ら
云
へ
ば
、
夲
安
時
代
、
鎌
倉
時
代
の
瓦
經
が
あ
り
、
更
に
近
く
徳
川
時
代
に
於
て
は
印
刷
術
・こ
し
て
瓦
版
が
用
ひ
ら
れ
た
。
術
時
折
り
瓦
面
に
落
書
き
を
見
出
す
こ
ε
が
あ
る
が
、
こ
の
落
書
き
に
よ
つ
て
當
時
の
所
謂
る
建
築
家
の
繪
な
り
字
な
り
が
窺
は
れ
る
譯
で
あ
る
。
四
一
般
的
考
察
吾
が
國
の
最
も
古
き
瓦
を
調
査
す
る
こ
,こ
は
興
味
を
惹
起
す
る
に
充
分
で
あ
る
。
同
じ
建
造
物
で
あ
る
べ
き
處
か
ら
輕
寺
の
如
き
は
百
濟
系
統
の
單
瓣
か
・こ
思
へ
ば
連
瓣
が
あ
り
、
重
弧
紋
に
混
入
し
て
忍
冬
模
樣
が
あ
り
、
飛
鳥
時
代
か
、こ
思
へ
ば
、
奈
良
時
代
が
あ
り
、
其
の
系
統
形
態
を
異
し
、
時
代
を
異
す
る
に
到
つ
て
は
、
蓋
し
大
伽
藍
の
建
立
は
同
時
で
は
な
か
つ
た
事
を
裏
書
す
る
。
か
な
り
經
濟
に
も
關
係
し
人
夫
の
上
か
ら
も
相
當
困
難
を
極
め
た
事
で
あ
ら
う
。
而
も
金
堂
、
講
堂
、
食
堂
、
塔
、
廻
廊
、
經
藏
に
至
つ
て
は
其
の
形
袱
も
自
ら
異
る
も
の
で
あ
り
、
工
匠
大
工
の
變
史
も
止
む
を
得
ぬ
こ
ε
で
あ
り
、
彼
等
の
思
想
技
術
も
自
ら
異
つ
て
來
る
事
が
推
察
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
古
代
未
知
の
時
代
か
ら
我
が
國
に
於
て
民
族
の
移
動
ε
鬪
爭
ε
利
合
が
繰
返
し
つ
、
も
各
自
文
化
の
交
換
を
な
し
包
和
し
咀
嚼
し
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
瓦
に
於
い
て
も
叉
同
樣
で
あ
り
、
最
初
の
瓦
は
彌
生
式
土
器
の
影
響
を
受
け
、
藤
原
京
に
到
つ
て
は
(
奈
良
前
記
)
貌
部
式
一
名
朝
鮮
土
器
を
多
分
に
利
用
し
、
内
部
赤
褐
色
表
面
灰
鉛
色
、
金
屬
音
を
發
す
る
等
強
固
な
作
品
を
見
る
。
こ
れ
等
の
事
實
は
吾
人
に
本
邦
民
族
の
合
流
性
を
教
へ
る
も
の
で
あ
る
。
且
つ
叉
全
國
諸
州
に
國
分
寺
を
建
立
さ
れ
た
事
は
其
の
瓦
に
依
り
、
支
那
に
起
つ
た
文
化
が
如
何
に
速
に
極
東
日
本
に
傳
播
さ
れ
て
行
つ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
瓦
を
藝
術
,こ
は
見
る
こ
く」が
出
來
る
が
、
其
の
工
作
上
か
ら
考
察
す
る
に
推
古
、
飛
鳥
に
お
い
て
は
工
匠
は
一
種
の
名
譽
職
で
も
あ
つ
た
が
、
奈
良
前
記
及
び
そ
れ
以
降
に
到
つ
て
は
單
な
る
職
業
に
絡
つ
た
こ
、こ
が
賤
作
に
墮
す
第
一
原
因
で
は
あ
る
ま
い
か
。
夲
安
朝
後
の
瓦
を
問
題
外
に
放
途
さ
れ
る
に
至
る
の
も
敢
て
無
理
な
ら
ぬ
事
で
あ
ら
う
。
佛
教
藝
術
は
後
記
は
前
記
に
勝
る
「こ
説
述
す
る
人
も
あ
る
が
、
寧
ろ
85
奈
良
前
記
は
線
が
美
的
に
張
く
表
現
さ
れ
、
精
神
も
雄
健
で
あ
る
。
少
く
ε
も
瓦
な
る
も
の
は
前
記
に
於
て
發
逹
し
其
の
頂
點
を
な
す
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
或
る
ひ
は
叉
佛
像
の
如
き
も
、
奈
良
東
大
寺
に
し
て
も
、
式
壇
院
の
四
天
王
、
藥
師
寺
の
吉
群
天
女
は
天
夲
の
作
品
に
秀
で
エ
ゐ
る
。
大
體
飛
鳥
時
代
は
雄
健
で
は
あ
る
が
技
術
に
お
い
て
古
拙
の
感
が
あ
り
、
天
李
後
の
美
術
品
は
技
術
進
む
ε
雖
へ
さ
も
精
祚
的
な
表
現
に
歓
い
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
前
記
の
美
術
は
技
術
も
勝
れ
精
禪
も
雄
健
で
あ
る
。
更
に
天
泙
時
代
は
唐
に
數
多
の
留
學
生
を
逾
つ
た
時
代
で
穿
も
あ
り
、
總
て
の
點
に
於
て
唐
を
學
び
、
而
も
そ
う
な
す
r
)　/1が
一
番
文
化
の
進
だ
も
の
で
あ
る
。こ
云
ふ
風
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
時
代
で
も
あ
つ
た
。
我
が
國
獨
特
の
重
弧
紋
、
鋸
齒
散
紋
の
如
き
紋
樣
の
廢
せ
ら
れ
た
原
因
は
實
に
此
の
唐
土
崇
拜
に
依
る
も
の
で
あ
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ら
、り
o
推
古
時
代
、
飛
鳥
時
代
、
奈
良
前
後
兩
記
の
各
時
代
を
通
じ
て
其
の
時
代
を
代
表
す
る
も
の
に
建
築
あ
り
、
佛
像
あ
り
、
經
卷
あ
り
、
繪
書
彫
刻
が
あ
る
。
が
現
存
す
る
も
の
は
其
れ
ら
の
幾
分
か
で
あ
る
。
當
時
は
立
派
な
有
史
時
代
即
ち
文
献
時
代
で
は
あ
つ
た
が
、
然
し
其
等
の
史
的
寳
庫
を
守
護
し
う
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
且
つ
叉
有
史
ε
は
云
へ
年
號
の
誤
差
を
觀
る
に
至
つ
て
は
當
時
の
正
確
な
經
録
資
料
も
餘
り
な
さ
そ
う
に
思
は
れ
る
。
財
寳
の
限
り
を
蠱
し
た
諸
大
伽
藍
も
大
火
の
前
に
は
一
塵
の
灰
に
均
し
く
淌
滅
に
歸
す
る
の
で
あ
る
。
吾
々
は
實
體
を
見
す
し
て
は
如
何
な
る
詩
歌
の
過
去
の
形
容
も
單
な
る
陶
醉
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。
遺
物
が
そ
の
遺
跡
地
に
現
存
す
る
・こ
云
ふ
點
に
お
い
て
瓦
が
あ
り
、
而
も
中
に
は
漢
字
、
梵
字
、
或
る
ひ
は
文
句
が
陰
刻
さ
れ
て
ゐ
る
に
及
ん
で
は
幾
分
な
り
ご
も
史
家
を
助
く
る
も
の
で
あ
る
こ
,こ
は
明
か
で
あ
る
。
瓦
が
一
個
の
技
術
で
あ
る
以
上
其
の
時
代
の
藝
術
及
び
思
想
を
代
表
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
り
、
一
片
の
瓦
の
探
究
も
敢
て
無
駄
で
も
あ
る
ま
い
。
瓦
が
美
術
品
で
あ
る
以
上
、
「事
」
の
原
理
に
し
て
廢
棄
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
